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研究成果の概要（和文）：本研究は、新潟県を主な対象地として、原発事故による広域避難者の受け入れと支援のプロ
セスが地域の関係性の対自化・再構築へと結びついていることを明らかにした。具体的には、過去の災害経験を振り返
ってそこで築かれた関係性や知見のストックを活用する、被災者と支援者の関係性が依存と独立の中間にある「インタ
ーディペンデンス」という特徴をもつ、等である。避難者の再生に着目すると、時間や空間を考慮しながら社会への回
路を結び直すことが必要であることも分かった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to clarify the reconstruction of community in the 
process of reception and support for evacuees from Fukushima now live in Niigata prefecture. That is, the 
accumulation of experiences of disasters in Niigata makes it possible to mature the skills of support, 
and "inter-dependence" is the characteristics of support for evacuees. For recovery of the evacuees, most 
important thing is that the restoration of their social relationships with due regard to "the dimension 
of existence".

研究分野：社会科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）本研究は、私が代表を務めた科学研究
費補助金・基盤（C）「災害復興過程における
地域内社会諸関係の再認識・再構築」（平成
20～23 年度）の直接の延長線上に構想され
たものである。災害は地域社会に大きなダメ
ージを与えるが、他方で、地域内の社会関係
の価値を再認識させ、また被災地外の諸主体
との新たな連携にもとづいて地域内社会関
係を再構築していく側面をもつ。申請者はこ
のことを、中越地震および中越沖地震の被災
地での聞き取り調査、アンケート調査を通じ
て明らかにし、単著『震災・復興の社会学―
2つの「中越」から「東日本」へ』（リベルタ
出版、2011年）に取りまとめた。 
 
（2）しかしその研究過程で、とくに「支援」
をめぐる課題が浮き彫りになってきた。〈支
援する－支援される〉という一方向的な関係
性は、地域の中に依存と反発をつくり出しか
ねないことも分かった。調査対象地の中には、
こうした課題を克服するために、一方向的な
関係性の問い直しと支援の日常化に向けて、
新たな動きを開始したところもある。災害時
（あるいは平時）における支援をめぐる問題
は、地域の関係性の対自化・ふり返り
（reflection）・更新の重要な契機となりうる。 
 
（3）この点は、これまでの被災地・被災者
支援や災害ボランティアに関する社会学的
研究にも更新を迫っている。従来はどうして
も、支援する側（専門的団体やボランティア
個人）に研究の比重がおかれ、支援を受ける
側や支援を媒介する地域コミュニティに対
する視点は十分ではなかった。支援を必要と
する人が日常生活を送る場である地域の社
会関係に焦点をおくことで、より双方向的で
長期にわたり持続可能な支援、ことさらに支
援を意識しないような支援の可能性を構想
することができる。 
 
（4）東日本大震災と原発事故による未曾有
の被害は、多くの広域避難者を生み出し、日
本全国の自治体や市民が受け入れと支援に
乗り出している。避難の規模や今後予想され
る避難期間の長期化を含め、避難者も受け入
れ側も前例のない事態に直面している。故郷
を離れた避難者の苦痛を少しでも軽減して
いくためには、受け入れる地域社会の側の対
自化・ふり返り・更新と、避難者をメンバー
として加えた地域内の社会関係の結び直し
が必要とされる。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究は、上記の研究経過と課題意識
をふまえて、以下の諸点を明らかにしようと
するものである。a. 今回の震災と原発事故に
よる広域避難者を、被災地から離れた自治体
や市民はどのような地域内の連携・協働の枠
組みで受け入れたか、b. この広域避難者の受

け入れと支援は、地域内の種々の社会関係の
あり方にどのような形でふり返りを促した
か、c. こうしたふり返りは、当該の地域社会
にいかなる変容・再構築をもたらしたか、ま
た、その過程に避難者はどのように関与した
か、d. さらに、地域の関係性の変容を伴う支
援のプロセスは、避難者の再生、アイデンテ
ィティの立て直しにどのように寄与できた
か、そこに残された課題は何か。 
 
（2）こうした問題を実証的に探求するため
に、新潟県柏崎市を主な対象地として調査研
究を行った。柏崎市は、東京電力柏崎刈羽原
子力発電所が立地していることもあって、原
発関連企業に仕事をもつ人を中心に、多くの
避難者が滞在している。柏崎市では、市内の
NPO に委託して避難者見守り支援事業を始
めており、福島からの避難者 7名を支援員と
して採用している。この事業に関する調査を
継続するとともに、避難者を受け入れた地域
住民組織やテーマ型の市民活動による支援
についても調査を行う。過酷な原発事故から
の避難先が別の原発立地自治体であるとい
う皮肉な事態からも、避難者の葛藤をうかが
い知ることができるし、避難者を迎えた地域
の側にも複雑な「思い」がある。このことが、
地域の社会関係や原発に依存してきた地域
のあり方それ自体の捉え直しにどのように
つながっていくのか、時間をかけてていねい
に跡づけてきた。 
 
（3）その際に、「強い主体」ではなく「弱い
主体」から出発するボランティアの論理（西
山志保『ボランティア活動の論理』東信堂、
2005 年）を地域研究に持ちこむことを意図
している。西山のいう受動性・身体性・個別
性は、被災直後のボランティア活動において
のみでなく、本研究で扱う地域の関係性の再
構築過程においても、出発点とされるべきこ
とである。このような視点をもつことにより、
関与者の弱さや受動性を契機とし、〈支援す
る－支援される〉という一方向的な関係性を
超えた新たな社会関係の形成を浮き彫りに
できる。その延長線上に、「ふり返り」を含
んだ地域の新しい形や地域がそもそも抱え
ていた問題の発見、また人が人に「寄り添う」
とはどういうことかという課題を展望でき
る。 
 
３．研究の方法 
（1）上記の課題を果たすために、下記の地
域・団体を対象とした調査研究により、実証
的な解明を試みた。新潟県柏崎市と新潟市を
中心に、福島県の警戒区域内外からの広域避
難者およびその支援者を対象とした聞き取
り調査と資料収集を継続的に実施した。 
 
（2）警戒区域である福島県富岡町からの避
難者グループの活動を対象に、聞き取り調査
と参与観察を行った。避難者が多い地域で実



施されるタウンミーティングなどに参加し、
広域避難者の生活の実態や将来展望などを
聞き取るとともに、避難元自治体との関係づ
くりや避難先での住民同士のコミュニティ
づくり、避難当事者の自治に向けた活動の可
能性を探った。 
 
（3）研究テーマに関する空間的な比較対照
を目的として、北九州市で広域避難者支援を
実施してきた団体にヒアリングを行った。ま
た、研究テーマに関する時間的な比較対照を
目的として、中越地震被災地の長岡市山古志
地区、および水俣病の被害地域である熊本県
水俣市で被災者と支援者を対象に聞き取り
調査を行った。 
 
４．研究成果 
（1）新潟県では、福島県からの広域避難者
に対して、警戒等区域からの強制避難者か区
域外の自主避難者か、高齢世代か子育て世代
かといった、避難者の属性に対応した多様な
支援形態がとられていた。その一方で、支援
に取り組む姿勢やコンセプトには、一定の共
通性をみることができた。それは、避難者に
対する過剰な介入を避けて避難者の「自立」
をサポートする、支援の担い手をできるだけ
避難者自身にゆだね、それを背後から支える、
といった特徴である。手厚い支援とともに、
避難者と支援者との適切な距離が重視され
ていた。 
 
（2）新潟県内の広域避難者支援団体に着目
すると、依存と独立の中間にある「インター
ディペンデンス」という性格が見出せる。対
等な「仲間」として避難者とかかわることは、
一方的な依存をつくり出すことでも、「自立」
の方向に突き放すことでもなく、たがいの自
由を支え合うような軽やかな相互依存を続
けていくあり方を意味している。 
 
（3）それを可能にしてきたものは、2004 年
の 7.13 水害と中越地震、2007 年の中越沖地
震と連続した災害の経験だろう。新潟県内の
自治体や民間団体は、一般の住民を含めて、
被災者と支援者の両方の立場を経験してき
た。そのため多くの地域で支援者・支援団体
が育ち、ほどよい支援への感覚も蓄積された。
さらに、途切れなく災害が起こるたびに行政
と民間の協力関係のネットワークが広がり、
厚みを増してきた。連続する災害経験によっ
て、市民も含めて習得された支援へのスタン
スと支援者ネットワークの存在が、新潟県に
おける避難者支援を特徴づけている。 
 
（4）原発事故による長期・広域避難者は「人
生の次元」抜きの「生活の次元」を強いられ
ている。すなわち、時間の蓄積をふまえた未
来への展望、被害の真の回復までに要する時
間、「根っこ」のある生き方、住み慣れた生
活空間での承認等々を失い、しかも失ってい

ることさえ周囲から理解されずに日々の生
活に追われている。避難者が再び地に足をつ
けて前に進んでいくためには、「生活の次元」
の再建・維持に加えて、時間的・空間的・関
係的な「人生の次元」の再生が不可欠である。 
 
（5）避難者への支援を一つの契機として、
地域の関係性の対自化・再構築への動きが現
れつつある。この点を、原発立地地域におけ
る原発避難計画の策定と関係づけて明らか
にすることが次の課題である。 
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